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金
正
男
氏
が

殺
害
さ
れ
た
。

源
実
朝
と
同
様

に
権
力
闘
争
に

巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　

か
つ
て
、「
歯
医
者
っ
て
、

失
職
が
な
く
て
え
え
職
業
や

な
あ
」
と
言
う
患
者
に
、
私

は
「
そ
う
思
う
な
ら
、
あ
ん

た
も
な
り
な
は
れ
」
と
言

い
、
更
に
「
男
女
と
も
に
、

今
の
日
本
で
は
天
皇
陛
下
以

外
に
な
ら
れ
へ
ん
職
業
っ
て

な
い
ぜ
」
と
言
っ
た
。

　

金
氏
は
政
治
家
や
権
力
者

に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
そ

う
だ
。
な
り
た
い
職
業
に
就

け
な
い
の
も
辛
い
だ
ろ
う

が
、
な
り
た
く
な
い
地
位
に

押
し
上
げ
よ
う
と
す
る
周
り

の
存
在
は
迷
惑
至
極
で
、
出

来
れ
ば
避
け
た
い
人
物
群
で

あ
る
。
深
刻
さ
の
程
度
に
大

差
が
あ
る
が
、
酒
癖
の
悪
い

人
か
ら
友
人
扱
い
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
だ
。
誰
も
が
自
分

の
器
量
を
自
身
で
測
り
、
そ

れ
相
応
の
幸
せ
を
求
め
て
生

き
る
の
だ
ろ
う
が
、
他
人
の

幸
せ
を
無
視
す
る
大
儀
を
信

奉
し
て
権
力
を
構
築
す
る
こ

と
に
情
熱
を
注
ぐ
人
も
い

る
。
私
欲
が
な
い
と
、
傍
ら

に
人
が
集
ま
る
か
ら
一
層
質

が
悪
い
。

　

近
代
国
家
は
個
人
の
幸
せ

に
最
大
価
値
を
置
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

今日の数字

37．5％
　役員を除く雇用者に占める
非正規雇用の割合（2016年労
働力調査速報）。過去最高。

ストップ
患者
負担増

４

低
所
得
者
の
保
険
料
値
上
げ

「
後
期
」医
療

　

高
齢
者
の
貧
困
問
題
が
深

刻
化
す
る
な
か
、
政
府
は
75

歳
以
上
が
加
入
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
を

４
月
か
ら
値
上
げ
す
る
。
後

期
高
齢
者
の
平
均
収
入
は
１

６
８
万
円
。
厳
し
い
負
担
増

が
迫
る
。

　

見
直
し
の
対
象
は
年
収
１

５
３
万
〜
２
１
１
万
円
の
約

１
６
０
万
人
。
保
険
料
の
軽

減
措
置
を
４
月
か
ら
段
階
的

に
縮
小
・
廃
止
す
る
。
年
金

収
入
が
２
１
１
万
円
の
場

合
、
現
在
の
保
険
料
は
月
額

４
０
９
０
円
だ
が
、
17
年
４

月
に
は
５
４
１
０
円
、
18
年

４
月
に
は
６
２
９
０
円
に
な

る
。
年
間
の
負
担
額
は
２
万

６
４
０
０
円
増
加
す
る
。

　

さ
ら
に
政
府
は
特
に
収
入

の
少
な
い
年
収
１
６
８
万
円

以
下
へ
の
軽
減
措
置
を
問
題

視
。
実
施
時
期
は
明
示
し
て

い
な
い
が
、
軽
減
幅
を
縮
小

す
る
方
針
だ
。
会
社
員
の
扶

養
家
族
だ
っ
た
人
の
保
険
料

の
見
直
し
と
合
わ
せ
、
75
歳

以
上
の
約
６
割
の
９
４
３
万

人
に
負
担
増
を
求
め
る
。
実

施
さ
れ
れ
ば
保
険
料
は
１
・

５
〜
10
倍
に
跳
ね
上
が
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
は
08
年
に
制
度
が
始
ま
っ

て
以
来
、
す
で
に
４
回
も
値

上
げ
さ
れ
て
い
る
。
低
年
金

な
ど
で
保
険
料
を
払
え
な
い

人
は
約
24
万
人
（
15
年

度
）。
滞
納
を
理
由
に
正
規

の
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら

れ
、「
短
期
証
」
に
な
っ
た

人
は
約
２
万
５
０
０
０
人
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
「
現
役
世
代

と
の
負
担
の
公
平
化
」
の
名

で
軽
減
措
置
の
廃
止
を
正
当

化
し
て
い
る
が
、
受
診
機
会

の
多
い
高
齢
者
を
医
療
か
ら

遠
ざ
け
る
政
策
に
批
判
が
高

ま
っ
て
い
る
。 

（
つ
づ
く
）

加
。
各
団
体
か
ら
、
経
済
的

理
由
で
受
診
で
き
な
い
患
者

の
実
態
や
、
低
す
ぎ
る
報
酬

か
ら
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
る
介
護
施
設
、
医
療
機
関

の
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

　

協
会
か
ら
は
、
小
山
理
事

・
相
談
役
が
、「
安
倍
政
権

が
社
会
保
障
削
減
を
推
し
進

め
て
い
る
。
国
民
の
命
・
健

康
を
守
る
た
め
、
今
こ
そ
医

療
従
事
者
が
先
頭
に
立
ち
、

社
会
保
障
拡
充
の
運
動
を
進

め
よ
う
」
と
訴
え
た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
・
要
請

議
員
一
覧
）

噂
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
フ

ラ
ン
ス
の
よ
う
な
医
療
・
教

育
が
無
料
に
な
る
国
づ
く
り

が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
訴

え
た
。
清
水
議
員
は
、「
大

企
業
の
内
部
留
保
を
切
り
崩

し
、
増
え
続
け
る
軍
事
費
に

メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
で
財
源

は
用
意
で
き
る
。
社
会
保
障

の
充
実
こ
そ
が
経
済
政
策
の

大
き
な
柱
に
な
る
」
と
応
え

た
。

　

同
日
、
参
議
院
議
員
会
館

で
開
か
れ
た
「
誰
も
が
安
心

の
医
療
を
―
国
会
内
集
会
」

で
は
医
師
・
歯
科
医
師
・
医

療
関
係
者
ら
１
５
０
人
が
参

　

共
謀
罪
や
森
友
学
園
国
有

地
問
題
等
で
揺
れ
る
国
会
会

期
中
の
２
月
23
日
、
協
会
は

安
倍
政
権
が
進
め
る
社
会
保

障
改
悪
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

よ
う
と
、
国
会
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
下
井
戸
昭
介
副

理
事
長
ら
役
員
９
人
が
参
加

し
た
。

　

協
会
は
、
大
阪
選
出
の
44

議
員
に
要
請
し
、
共
産
党
の

清
水
忠
史
衆
院
議
員
と
面

談
。「
今
こ
そ
ス
ト
ッ
プ
！

患
者
負
担
増
」
署
名
９
７
８

筆
を
託
し
た
（
写
真
）。

　

清
水
議
員
は
、
今
国
会
で

一
括
審
議
さ
れ
る
11
本
の
介

護
保
険
改
悪
法
案
な
ど
、
社

会
保
障
削
減
を
進
め
よ
う
と

す
る
政
府
の
動
き
と
国
会
の

動
向
を
説
明
。
小
山
栄
三
理

事
・
相
談
役
は
「
消
費
税
の

増
税
分
が
ま
っ
た
く
社
会
保

障
費
に
回
る
こ
と
な
く
逆
に

削
減
さ
れ
て
い
る
現
実
に
憤

り
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
、

東
京
都
議
選
・
堺
市
長
選
挙

と
い
う
重
要
な
地
方
選
挙
に

加
え
、
今
秋
に
は
衆
院
選
も

数
の
自
治
体
や
市
民
団
体
か

ら
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
協
会
は
、
統
一
化
は

「
高
す
ぎ
る
保
険
料
が
払
え

ず
に
国
保
か
ら
締
め
出
さ
れ

る
人
た
ち
が
増
え
る
『
国
保

の
空
洞
化
』
を
加
速
さ
せ

る
」
と
反
対
し
て
い
る
。

橋
下
氏
が
宣
言

　

国
保
料
の
統
一
化
は
全
国

で
も
異
例
で
、
厚
労
省
の
意

向
に
沿
っ
て
２
０
１
０
年
に

橋
下
徹
知
事
（
当
時
）
が
宣

言
し
た
。
統
一
化
で
、
▽
各

市
町
村
が
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ

の
繰
入
金
の
廃
止
▽
市
町
村

独
自
の
減
免
制
度
の
縮
小
・

平
準
化
―
―
が
進
め
ら
れ
、

多
く
の
市
町
村
で
保
険
料
が

引
き
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
府
が
設
定
し
た
保
険

料
の
収
納
率
を
達
成
す
る
た

め
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
収

納
対
策
の
強
化
や
資
格
証
明

書
・
短
期
証
の
乱
発
も
懸
念

さ
れ
る
。

で
も
所
得
２
０
０
万
円
の
４

人
家
族
で
年
間
36
万
５
４
２

０
円（
大
阪
市
、16
年
度
）
に

達
す
る
。
保
険
料
が
高
す
ぎ

て
「
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
」
実
態
が
あ
る
な
か
、
統

一
化
で
さ
ら
に
値
上
げ
さ
れ

れ
ば
府
民
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

空
洞
化
を
加
速

　

府
は
試
算
に
つ
い
て
、

「
16
年
度
の
市
町
村
当
初
予

算
を
基
に
計
算
し
た
も
の
」

「
医
療
給
付
費
が
毎
月
変
動

す
る
」
な
ど
を
理
由
に
「
確

定
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と

強
調
。
来
年
４
月
の
実
施
に

向
け
、
１
月
に
統
一
保
険
料

を
確
定
す
る
と
し
て
い
る
。

　

保
険
料
の
統
一
化
に
は
複

１
万
円
値
上
げ

　

現
在
の
府
内
自
治
体
の
一

人
あ
た
り
の
平
均
国
保
料
は

年
間
12
万
２
５
１
６
円
（
２

０
１
６
年
度
）。
試
算
に
よ

る
と
、
統
一
保
険
料
で
は
年

間
13
万
２
６
８
７
円
で
１
万

１
７
１
円
増
え
る
（
図
）。

保
険
料
が
値
上
が
り
す
る
の

は
43
市
町
村
中
、
37
市
町

村
。
府
内
で
保
険
料
が
最
も

安
い
千
早
赤
阪
村
で
は
年
間

５
万
２
３
８
５
円
も
の
引
き

上
げ
と
な
る
。

　

大
阪
の
国
保
料
は
全
国
的

に
も
高
水
準
で
、
現
行
制
度

　

日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府

本
部
が
主
催
す
る
「
第
43
回

年
末
・
新
年
号
機
関
紙
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
発
表
が
２

月
16
日
に
あ
り
、
応
募
93
作

品
の
中
か
ら
協
会
機
関
紙
新

年
号
（
写
真
）
が
最
高
位
の

「
機
関
紙
協
会
理
事
長
賞
」

に
選
ば
れ
た
。「『
子
ど
も
の

健
康
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
深

く
掘
り
下
げ
、
読
み
応
え
の

あ
る
紙
面
と
な
っ
て
い
る
」

と
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

同
日
開
催
さ
れ
た
受
賞
式

に
は
、
矢
部
あ
づ
さ
新
聞
部

長
が
出
席
。
受
賞
ス
ピ
ー
チ

で
は
、「
読
者
を
意
識
し
た

紙
面
づ
く
り
が
実
っ
た
。
受

賞
を
バ
ネ
に
今
後
も
よ
り
よ

い
紙
面
を
目
指
す
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

収入に
比例

夫の年金収入

後期高齢者医療の保険料のイメージ

0（万円） 80 153 168 211 221 264
※夫婦世帯で妻の年金収入が80万円以下の場合。保険料は全国平均の月額

７割軽減
５割軽減

５割軽減

さらに　
２割軽減

2200円

380円 570円

1890円

3774円
3020円

さらに　
1.5割軽減

２割軽減

廃止方針の軽減措置

４月から段階的に縮小
・廃止される軽減措置

７割軽減

今こそ社会保障拡充を
国会要請行動に役員ら参加

国保料

37
市
町
村
で
引
き
上
げ

統
一
化
へ
大
阪
府
が
試
算

最高賞を受賞

機
関
紙
コ
ン
テ
ス
ト

請願署名にご協力を

　協会では、「医療・介護の負担
増の中止を求める請願署名」（２
月５日号同封）に取り組んでい
る。患者さんに手渡しできるポケ
ットティッシュ付署名のご要望は
協会（06-6568-7731）まで。

　

大
阪
府
は
国
民
健
康
保
険
料
の
府
内
統
一
化
に
向
け
た

試
算
を
２
月
16
日
、
公
表
し
た
。
加
入
者
一
人
あ
た
り
の

保
険
料
は
37
市
町
村
で
値
上
げ
と
な
り
、
一
人
平
均
年
間

１
万
円
以
上
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
府
は

来
年
４
月
の
実
施
を
め
ざ
し
て
い
る
。
府
民
か
ら
は
「
負

担
は
す
で
に
限
界
」
と
の
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

一人あたりの平均国保料
（府内平均・大阪府試算）

現行
（16年度）

新制度

122,516円

10,171円増

132,687円


